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○　環境への負荷
　・「水」などの自然への負荷
　・脆弱なインフラに対する周辺への負荷
○　景観への影響
　・「緑」の喪失による質の低下

リゾートの拡大

観光地マスタープラン

「質の高い開発の誘導」
　リゾート地としての環境及び景観の質
　国際的に評価される地域としてブランド価値

保　つ
高める

開発の激しいエリアの
開発総量を適切にコントロール

現状の緩やかな土地利用規制のみでは
開発容量の設定を実現するのは困難

より集約的な市街地を形成、守るべき
自然を守り、景観に配慮し、ブランド
価値の毀損の回避

スプロール化の回避は、G20 観光大臣
会合「北海道倶知安宣言」でうたわれ
ている持続可能な観光にも資するもの

○　景観アンケート結果（令和２年６月実施）
　Q　リゾート地区の今後の開発について（N=697）
　　A 自然環境に配慮した開発量　 　 51.2%
　　   厳しいルールで開発を抑える 　35.4%

　ニセコひらふ地区の快適なリゾート環境維持の観点から、宿泊施設のベッド数18,000を目安 2
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“水”の状況（上水道）

〇スキー場周辺に給水区域を設定

〇給水区域内においても、計画供給量
　が間に合わない状況。

〇HANAZONOリゾートは事業者によ
　る専用水道

〇リゾートエリアの多くは給水区域外

〇供給の確保のため、半月湖付近の井
　戸を掘削

〇井戸を増やし取水量が増加した場合
　の周辺の自然環境への影響の懸念

資源は無限ではない
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“水”の状況（温泉）

〇ひらふ地域では温泉開発が急速に進
　展し、地域内の源泉において水位の
　低下が確認

〇「北海道温泉保護対策要綱」を改正。
　ひらふ地域を温泉の保護地域及び準
　保護地域に指定（９月１５日施行）

〇指定区域外でも、開発に合わせて温
　泉掘削している箇所が多い

資源は無限ではない
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〇スキー場周辺に特定環境保全公共
　下水道を整備（総事業費34億円）

“水”の状況（下水道）

〇上水道の給水区域よりも処理区域
　が狭い。（約70ha）

〇処理量が増えており、今後も増え
　続けた場合、終末処理場の〇〇を
　増設するなどの対応が必要

周辺環境への負荷を抑える
インフラ整備にも限界がある
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“緑”の状況（森林地域）

〇リゾートエリアの大部分が森林地域
　（民有林）で構成されている。

〇緑豊かな森林地域に囲まれた中で、
　ニセコひらふ地区などの一部のエリ
　アで高密度なリゾート地が展開

〇緑の持つ多面的な機能（保水力、多
　用な生物の生息域の確保、CO2吸収、
　土砂災害の防止など）がこの地域の
　自然環境を支えている。　

森林資源の重要性を理解した
保全的な土地利用が求められる
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“緑”の状況（農用地）

〇リゾートエリア内においても、一部で
　農地が保全されている。（樺山、旭、
　岩尾別、花園）

〇広大な農地による遠くの山並みを眺望
　できる風景、豊かに実る農作物の田園
　風景が身近に感じられることもエリア
　の魅力の一つ。

農振農用地の区域

〇リゾートの投資・開発の拡大の波が、
　農地にも影響を及ぼしている。
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海外のリゾート地の開発の拡大状況

出典：Pia, F. (2019, p.241). Urbanizing the Alps: Densification Strategies for High-Altitude Villages.（抜粋）

参考　倶知安町のリゾートエリア
　現在の景観地区2,298ha
    センタービレッジ地区　　  27ha
　　ペンションビレッジ地区　　35ha
　　山田Ⅰ地区               123ha
　　山田Ⅱ地区                70ha
　　羊蹄の里地区　             9ha
       合計　　　　　　　　　264ha



エリアごとの土地利用の方針 地　区

拠点型 質の高いリゾート地の拠点
中高層の宿泊施設や店舗などの集積

センタービレッジ地区、（仮）花園ビレッジⅠ地区
（仮）花園ビレッジⅡ地区、（新）ワイススキー場地区

低層型 リゾート地の賑わいを支える機能
ゆとりを持たせたリゾート地の形成

（仮）ローワービレッジ地区（旧ペンションビレッジ地区）、
（仮）ニセコひらふ沿道地区、（仮）樺山沿道地区

維持型 リゾート地の滞在機能を維持する機能

ボリュームを抑えた落ち着きのあるリゾート地の
形成

羊蹄の里地区、ノースヒルズ地区、山田Ⅰ地区、
山田Ⅱ地区、（仮）パビリオンズ地区、
（仮）カントリーリゾート地区、東岩尾別地区

保全型 森林や農業地域などの自然の豊かさを維持する機能
低密度な滞在環境

（仮）樺山保全地区、
（仮）双子山・岩尾別・旭・花園保全地区、
（新）リゾートゲートウェイ地区

エリア全体のルール見直しの方向性
 ① 敷地にゆとりを持たせる
 ② 緑を計画的に残す・配置する
 ③ 自然の地形を生かした造成（盛土等の高さ制限）
 ④ 建物の高さの取り方を厳格に

リゾート地区の目標像　 自然豊かに四季を通じた魅力ある　地域に愛されるリゾート空間▶▶

リゾート地区土地利用方針 ▶▶ 快適なリゾート滞在環境と豊かな自然環境を大切にする
　～　緑・水・道への負荷を抑えた土地利用の推進　～

エリア単位でボリュームのメリハリをつける 9


